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13 埼臨技発第 71 号

平成 26 年３月 14 日

理事・監事各位

公益社団法人埼玉県臨床検査技師会

会  長  砂川 進

（公印省略）

平成 25 年度 公益社団法人埼玉県臨床検査技師会

第３回理事会議事録

日 時   平成 26年３月 14 日（金）19 時 00 分より

場 所   埼臨技事務所 さいたま市浦和区領家７-14-７

議 題   Ⅰ．行動報告  Ⅱ．報告事項 Ⅲ．承認事項  Ⅳ．議題

出 席   砂川進、津田聡一郎、神山清志、前原光江、矢作強志、岡田茂治、奈良豊、猪浦一人、

長岡勇吾、伊藤恵子、松岡優、小島徳子、濱本隆明、藤井豊善、長澤英一郎、

小関紀之、小山博史、茂木孝一、山口純也

欠 席   島村益広、野瀬和彦、高嶋浩一、遠藤敏彦、細谷博光

Ⅰ．行動報告 （ 平成 26 年２月 13日～平成 26年３月 13 日 ）

２月 13 日（木）公益社団法人第２回理事会： 砂川、津田、神山、前原、矢作、岡田、奈良、

猪浦、長岡、伊藤、島村、松岡、小島、濱本、

藤井、長澤、小関、小山、野瀬、遠藤

２月 16 日（日）チーム医療推進協議会主催研修会： 津田、矢作、藤井

２月 17 日（月）第 43 回埼玉県医学検査学会臨時会議： 長岡

２月 19 日（水）第 43 回埼玉県医学検査学会第 5 回実行委員会： 岡田、小島、長岡

２月 20 日（木）平成 25 年度公益社団埼玉県臨床検査技師会臨時会員総会：砂川、津田、神山、

前原、矢作、岡田、奈良、猪浦、長岡、伊藤、島村、松岡、

小島、濱本、藤井、長澤、小関、茂木、小山、山口、野瀬、

遠藤

２月 25 日（火）平成 25 年度第 2 回検査室運営研修会： 津田、濱本、藤井、長澤、小山

３月 ４日（火）第３回学術部地区別研修会（北部地区）： 小関、小山、野瀬

３月 ４日（火）深谷市役所訪問： 津田、濱本

３月 ８日（土）埼玉医科大学保健医療学部卒業式： 松岡

３月 ９日（日）東武医学技術専門学校卒業式： 神山

３月 11 日（火）60周年及び法人移行式典・祝賀会企画会議： 砂川、津田、神山、前原、矢作、

                            岡田、濱本、藤井、長澤

３月 13 日（木）埼玉県精度管理調査報告会： 津田、神山、前原、矢作、岡田、猪浦、藤井、

小関、小山、山口

  ３月 13 日（木）60 周年及び法人移行式典・祝賀会準備作業： 藤井、長澤

Ⅱ. 報告事項

   １ 事務局

（１）平成 26 年度永年会員表彰候補者について（当日資料）
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   ２ 総務部

    （１）「埼臨技だより」第 418号、３月 15日発行予定

（２）埼臨技会旗について（別紙資料１）

   ３ 事業部

（１） ２月 25 日、第２回検査室運営研修会を開催した。

（２） 「全国検査と健康展」について（別紙資料２）

４ 学術部

（１） ３月 4 日、第３回学術部地区別研修会（北部地区）を開催した（参加者数 29 名）。

（２） ４月・５月の生涯教育研修プログラムの講師変更について

埼臨技ホームページにて対応することとした。

５ 精度保証部

（１） 平成 25 年度日臨技施設認証について

申請を行った 10 施設、全てが認証された（新規２施設、更新８施設）。

６ 会計部

（１） 平成 25年度会費２名 10,000 円、入会金２名 1,000円、合計 11,000 円の入金があった。

（２） 平成 25 年度生涯教育助成金 400,000 円（50,000 円×８回分）の入金があった。

（３） だより第 415号印刷代 120,050円、だより第 416号印刷代 100,450円、総会議案書印

刷代 130,000円を石井印刷に支払った。

７ 精度管理委員会

（１） 埼玉県精度管理調査報告書が刊行された。

（２） ３月 13 日、埼玉県医師会精度管理調査講評会が開催された。

８ 一都八県会長会議

９ 日臨技関甲信支部

（１）平成 26・27年度、支部学術部門委員候補者について（別紙資料８）

10 第 43 回埼玉県医学検査学会

（１） ２月 17 日、臨時会議が開催された。

（２） ２月 19 日、第５回実行委員会が開催された。（別紙資料３）

（３） 埼臨技会誌表紙イメージについて（別紙資料４）

（４） 学会ホームページ開設について

Ⅲ. 承認事項

事務局

１ 会員動向（会費納入済）(平成 25年度分)         平成 26 年３月４日現在

会員数 2,306 名

(新入会員 202 名［平成 24 年度会員数  2,256 名］)

   賛助会員  72 社［平成 24 年度 69社］

２ ３月 21日、臨時会員総会時程表について（別紙資料５）

３ ３月 21日、臨時会員総会役員（案）について（別紙資料６）
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  総務部

   

事業部

４ 第２回検査室運営研修会収支報告について（別紙資料７）

学術部

精度保証部

  会計部

   ５ 平成 26年賀詞交歓会収支報告について（別紙資料９）

Ⅳ．議事の経過の概要及びその結果

定款 24 条の規定により、会長 砂川進氏が議長となった。

事務局

１ 平成 26年度第１回理事会開催日の変更について

前原事務局長より４月 11 日（金）に変更したいと発言があった。これを受け理事会審議

の結果、出席理事全会一致で承認した。

２ 人間総合科学大学講師派遣依頼について

     神山副会長より標記の議案について発言があった。これを受け理事会審議の結果、技師会

としてこの事業を斡旋して行くと出席理事全会一致で承認した。尚、派遣講師については、

後日、理事会推薦で決定することとした。

総務部

   ３ 埼臨技ロゴマークの商標登録について（別紙資料 10）

       岡田総務部長より標記の議案について発言があった。これを受け理事会審議の結果、商標

登録を前提に、類（区分）について再度調査をし決定することを出席理事全会一致で承認し

た。

事業部

学術部

精度保証部

  

会計部

Ｖ．議事録署名人の選任について

    議長は、本理事会の議事録署名人に長岡理事と伊藤理事を選任したい旨諮ったところ、

   全員異議なく承認された。

   本理事会の議決を証明するため、議長及び議事録署名人において記名押印します。

    平成 26 年３月 14 日

                     議    長    砂 川  進    印

                      

                     議事録署名人    長 岡  勇 吾  印
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                      同      伊 藤  恵 子  印


